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1.2 本研究の目的

配送時の商品価格 と集荷時の商品価格が等

しければ、購入者は、配送費と集荷費を比較 し、

安い方を選択することで、費用負担を軽減する

ことができる。 しかし、実際には、西己送時と集

荷時では商品価格は異なると考えられる。なぜ

なら、販売者は配送による収入も見込んで商品

価格を設定 していると考えられるからである。

このため販売者による配送 と購入者による

集荷を費用面で比較する際には、購入者の費用

負担全体で比較する必要があると考えられる。

本研究では、購入費の比較にもとづき、購入

者が 「販売者による配送Jと 「購入者による集

荷」を選択する際の条件を明らかにすることを

目的とする。

1 3 用語の定義

(1)配 送と集荷の定義

本研究では、販売者による配送を 「販売者が

購入者の指定する場所まで物111:を移動 させる

こと」と定義する。また、購入者による集荷を

「購入者が販売者の倉庫まで物品lを引き取 り

に行き、購入者が自ら物品を移動させること」

と定義づ
~る

。このとき、配送にはピス トン配送

とルー ト配送があり、集荷にもピス トン集荷と

ルー ト集荷がある。ピス トン配送 (集荷)と は

「購入者 ・販売者の 2点 間を往復 ヒ/て配送 (集

荷)す ること」であり、ルー ト配送 (集荷)と

は 「販売者 (購入者)が 複数の購入者 (販売者)

を周回 して配送 (集荷)すること」と定義する。

(図 1)

(2)物 品の購入費と商品価格と輸送費の定義

本研究では、物品の購入費を 「購入者が、物

品を購入するために、販売者に支払 う費用Jと

定義する。商品価格を 「販売者から出荷する際

の商品の価格」と定義する。輸送費を 「販売者

から購入者まで、物品を移動させるためにかか

る費用」と定義する。輸送費には配送費と集荷

費の 2つ があり、配送時の輸送費を「配送費」、

集荷時の輸送費を「集荷費Jと呼ぶこととする。

aビ ス トン配送

c ビス トン集荷             dル ー‐卜集荷

図 1 ピス トン配送 (集荷)とルー ト配送 (集荷)

2.本 研究の方法と考え方

2.1 本研究の方法

本研究は以下の手順により進める。

本研究の背景 と目的 。用語の定義を述べる

(1章 )。次に、本研究の方法と考え方、既存

研究と本研究の特徴を述べる (2章 )。仮定に

もとづき、輸送費や物品購入費を定式化する

(3章 )。事例分析により式の妥当性を検証す

る (4章 )。最後に、本研究の結論と利用方法

の例、今後の課題を述べる (5章 )。

2.2 本研究の考え方

「配送時の購入費」と 「集荷時の購入費と集

荷費の合計」の比較は、「購入費の削減額 (配

送時の購入費―集荷時の購入費)」と 「集荷費」

の比較に置き換えることができる。

ここで、配送時の購入費をら、集荷時の購入

費を1)、集荷費をrCと おくと、次の 3つ の大

小関係を式で示せる。すなわち、①購入費の削

減額が集荷費を上回る場合 (ろ―ら>r)、

②購入費の削減額と集荷費が等しい場合
(ら一ろ=r )、 ③購入費の削減額が集荷費

を下回る場合 (ろ―ら<76)で ある。

集荷時の購入費は販売者の意向により変化

すると考えると、購入費の削減額 (為-4,)と

○
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r c =乙 ×
(11+Cg) + ( ; '資

券) (3)

なお、本研究では、集荷費の式中の総輸送距

離 Zと 車両台数
“

は、ピス トン集荷とルー ト

集荷では異なると考え、Zと 〃については、

それぞれ、①ピス トン集荷の場合と、②ルー ト

集荷の場合に分けて定式化する。

3 3 総輸送距離 (L)

(1)ピ ス トン集荷の総輸送距離 (ι′)

ピス トン集荷では、購人者から販売者まで空

荷の車両が移動 し、販売者から購入者まで物品

を積載 した車満iが移動する。すべての販売者か

らピス トン集荷する場合、すべての購入者 と販

売者の間を往復する。よつて、ピス トン集荷の

総輸送距離 (ι′)は 、式(4)より求まる。

なお、本研究では、販売者数をⅣヶ所、購

入者を lヶ所とする。そして地点Jから地点ノ

までの移動距離をちとする。式中では購入者を

N+1と 表現する。

ι′=Σ2′′、″J    (4)
′=1

(2)ル ー ト集荷の総輸送距離 (ι
R)

ルー ト集荷では、購入者から販売者に空荷の

車両が移動 し、販売者の間を移動 しつつ集荷 し

ていき、販売者から購入者まで移動する。この

ようなすべての点を 1筆 書きで回る経路を求

める問題は、巡回セールスマン問題 と呼ばれる。

ここでは、最も総輸送距離が短くなる経路が選

択されることとする。巡回セールスマン問題を

解いた結果、総輸送距離は式(5)より求まる。

LR=ΣΣノクχ〃   (5)
′=1  ノ=l

3 4 車両台数 (“)

(1)ピ ス トン集荷の車両台数 (“P)

ピス トン集荷では、購入者と販売者の間を車

両が往復する。1回の往復に 1台の車両を使 う

とすると、販売者数がⅣのとき、ピス トン集

荷の車両台数 (“′)は Ⅳ台となる。一方、仝

ての往復を 1台の車両で行えれば、ピス トン集

荷の車両台数 (“P)は 1台 となる。このこと

から、車両台数 (“′)の取 りうる値の範囲は、

式(6)となる。

l≦″′,≦Ⅳ     (6)

(2)ル ー ト集荷の車両台数 (″R)

ルー ト集荷では、ピス トン集荷のように、購

入者 と販売者の間の往復ではないため、車両台

数は少なくて済む。よつて、ルー ト集荷の車両

台数 (″R)は 、式(7)となる。なお本研究では、

式の簡略化のため、積載容量の制約を考慮 して

いない。

″R=1        (7)

ピス トン集荷の車両台数 (″″)は 、ルー ト

集荷の車両台数 (“R)と 比べて、等 しいか多

くなる。

3.5 輸送方法ごとの集荷費(1じ′、TCR)

(1)ピ ス トン集荷の集荷費 (■3′)

ピス トン集荷の集荷費 (3C′)は 、式(3)に、

式(4)を代入 して導出した式(8)より求まる。以

降、ピス トン集荷の集荷費を、集荷費 (ピス ト

ン)と 呼が。

Ъ=喜布F移+→+(揚)⑥
(2)ル ー ト集荷の集荷費 (κ R)

ルー ト集荷の集荷費 (3CR)は 、式(3)に式(5)

と式(7)を代入 して導出 した式(9)より求まる。

以降、ルー ト集荷の集荷費を、集荷費 (ルー ト)

と呼ぶ。

TR=(薯
ΣIち

χ″
)×
(号|+Cg)+(ラ1鷺万) (9)
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(2)必 要7~~夕 の設定

総輸送距離の算出に用いる地点蘭懸離 (ち)

は、T病 院と医薬品卸の間の饉繰睡雛を用いた

(表3)。 また、地点聞距離 (ち)以 外の入力

値は表 4を 用いた。配選時の購入機や値与1率は

任意に設定 し、値馴率は販売誉が決定するもの

とし、とりうる値に範翻を持たせた。

また、式(6)より、ピス トン集荷時の車両台

数の取 りうる範囲は1≦解′≦8で ある。ここで

は、最も車両台数が多い場合 (燿″=8)と 最も

少ない場合 (解″=1)に ついて計算する。

4.2 算出結果

(1)集 荷費 (ピス トン)‖cP(講 ″=8)の 算

出結果

式(8)に、表 3、 表 4の 値を代入 した結果、

集荷費 (ピス トン)i隠′は、瀞力]瀞0滞円となつた。

このときの医薬品と空荷の車両の移動は図 4

である。

(2)集 荷贄 (ビス トン),θ P(竹 )=1)の 箪

出結果

式(3)に、表 3、表4の値を代入した結果、

集荷費(ピス トン)■らは、20,4871彎となった。

このときの医薬品と空荷の車両の移動は、(1)

と同様に図4で ある。

圏 4 ビス

(3)集 荷撥 (ル‐卜)蜘σ書の算織織果

式(9)に、表 3、1繊4の 値を代入した結果、

集荷費 (ル∵ 卜)騨riは、11,900円となつた。

なお、すべての集荷する畷序の中で、総輸送距

難が最も短い順序を用いた。このときの議薬品

と空荷の車両の移動は麟5で ある。

注)地 点冊朧雛は、MttFmwめ (httpl〃ぃ _1瑯げm.6・Ctn/)のルー‐卜検
瓢機鮨に各地点の儀断を入力し、構幣縮果で疲示される「織距離J
をJ4いため

|||
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(01饉 薬品all躙 壼)、日 :病饒 (購入者))トン集構時の際薬品と空荷の率爾の移動
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園5 ルー ト集構時の医薬品と空書の車両の移動
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さらに、医薬品卸 (販売者)に よる病院 (購

入者)への医薬品の配送を対象とした事例分析

を行い、値引率を変化させたときの病院 (購入

者)の 配送 ・集荷の選択の違いを示 し、本研究

の利用可能性を示 した。

5 2 本研究の利用方法の例

医薬品を安価で調達する方法 として共同購

入がある。共同購入 とは、複数の医療機関が一

括 し、大量購入することにより、商品価格を値

引きする方法である。米国では 80%以上の医薬

品が共同購入で取引されているが、日本では

20%に く)満たない。公正取引委員会の調査では、

共同購入が普及 しない理由に「発注窓国が一本

化されただけで、病院への配送は従来通 りであ

ること」をあげる医薬JL卸もあつた
(7、

このこ

とは、配送が従来通りであれば配送費が変わら

ず、販売者にとって共同購入するメリットがな

いためと考えられる。()し、医薬品卸から病院

への医薬:|:1の輸送を、病院の職員による集荷で

行 うことができれば、この問題が解消できる可

能性があり、共同購入の普及に寄与できると考

えられる。ただし、病院の職員による集荷を行

うときには、病院の費用負担が増加 しないよう

に注意する必要があり、共同購入による購入費

の削減額 と集荷費を比較する際に、本研究を利

用できる。

また、近年、自治体や公的機関による病院

が赤字 となつてお り、廃止される病院もある。

自治体や公的機関による病院は、地域医療を

担ってお り、病院の存続は地域住民にとって

重要と考えられる。病院の赤字を解消するた

めには、病院の経費の約 3割 を占める購入費

の削減が考えられる。本研究で着目した購入

者による集荷よって、購入費が削減できる可

能性がある。

5 3 今後の課題

本研究では、購入者を lヵ所 と仮定していた。

しか し、医薬品の共同購入のように、複数の購

入者が協力 して購入費を削減する取 り組みが

行われている。そのため、今後は、購入者を複

数とした場合での購入者の配送・集荷の選択に

ついて検討 したい。

また、本研究では、式を簡略化するために、

車両の積載容量の制約を考慮 していないが、実

際には積載容量を超えて積むことはできない。

そのため、積載容量の制約は、1回のルー ト集

荷での集荷先の数を決める際に、重要な要素と

考えられる。今後は、車両の積載容量の制約t)

考慮 した購入者の配送・集荷の選択も明らかに

したい。
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